
平成™š年š月™日 水曜日 (号外第›˜号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
京
都
府
長
岡
京
市
開
田
一
丁
目
三
番
、
最
後
の

住
所
京
都
府
長
岡
京
市
開
田
一
丁
目
三
番
一
〇
号

被
相
続
人

亡

大
羽

元
次

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日

京
都
市
中
京
区
堺
町
通
丸
太
町
下
ル
北
川
ビ
ル
一

階

小
槻
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

小
槻

浩
史

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
七
二
四
七
番
地

二
、
最
後
の
住
所
兵
庫
県
神
戸
市
長
田
区
本
庄
町
七

丁
目
六
番
九
号

被
相
続
人

亡

濱
田

和
恵

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
東
町
一
一
三
e

一

大
神

ビ
ル
六
階

伊
原
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

伊
原

由
美

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
大
阪
府
泉
大
津
市
旭
町
三
五
番
地
、
最
後
の
住

所
和
歌
山
県
紀
の
川
市
名
手
市
場
一
二
五
一
番
地
六

被
相
続
人

亡

浅
井

泰
雄

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日

和
歌
山
県
岩
出
市
西
野
一
三
五
番
地
の
二
一

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

森
脇

広
幸

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
岡
山
県
苫
田
郡
鏡
野
町
寺
元
一
六
四
番
地
、
最

後
の
住
所
岡
山
県
津
山
市
田
町
一
六
二
番
地
二

被
相
続
人

亡

¢
岡

繁
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日

岡
山
県
津
山
市
南
新
座
三
四
番
地
ア
リ
コ
ベ
ー
ル

し
ん
ざ
五
〇
六
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

小
堺

義
弘

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
鹿
児
島
県
枕
崎
市
旭
町
一
八
七
番
地
、
最
後
の

住
所
鹿
児
島
県
枕
崎
市
平
田
町
九
五
番
地

被
相
続
人

亡

揚
野

久
男

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日

鹿
児
島
県
枕
崎
市
東
本
町
一
六
一
番
地

相
続
財
産
管
理
人

福
元

悦
人

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
沖
縄
県
中
頭
郡
北
中
城
村
字
渡
口
八
九
番
地
、

最
後
の
住
所
沖
縄
県
中
頭
郡
具
志
川
村
字
田
場
二
〇

番
地

被
相
続
人

亡

喜
屋
武
ヨ
シ

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日

事
務
所
沖
縄
県
浦
添
市
宮
城
四
丁
目
一
番
五
号
セ

ピ
ア
ビ
ル
二
Ｆ

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

上
原

修

任
意
清
算
公
告

当
法
人
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
を
も
っ
て
解
散

し
、
司
法
書
士
法
第
四
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社
員

の
同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清
算

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ
る

債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日

大
阪
府
大
東
市
曙
町
三
番
八
号

司
法
書
士
法
人
Ｊ
Ｌ
Ｏ

社
員

伊
達

善
明

{
平
和
商
事

|
埼
玉
県
知
事
a
1
2
4
3
1

}
渡
邊
修
行

~
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
木
崎
２
`
1
8
`
2
0
`
2
0
1

�
1
0
0
0万
円

�
埼
玉
県
知
事

‚
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
木
崎
２
`
1
8
`
2
0
`
2
0
1
平
和
商
事
渡
邊
修
行

{
株
式
会
社
オ
リ
ジ
ン
シ
ス
テ
ム

|
東
京
都
知
事

a
5
7
1
5
9

}
代
表
取
締
役

志
賀
正
徳

~
東
京
都
世
田
谷
区

桜
丘
４
`
2
2
`
1
6

�
1
0
0
0万
円

�
東
京
都
知
事

‚
東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
丁
目
２
番
６
号
株
式
会

社
五
十
子
代
表
取
締
役
志
賀
美
智
代

{
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社

|
届
出
第
６
号

}
代
表
取
締
役
岡
内
欣
也

~
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

１
丁
目
４
番
５
号

廃
止
し
た
従
た
る
事
務
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
芝
田
１
`
１
`
３
（
阪
急
梅
田
支
店
）

�

5
0
0万
円

�
国
土
交
通
大
臣

‚
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
１
丁
目
４
番
５
号

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社

代
表
取
締
役
岡
内
欣
也

{
山
手
不
動
産

|
京
都
府
知
事

]
1
1
3
8
9

}
ˆ
倉
保

~
京
都
府
宇
治
市
木
幡
南
山
畑

3
6番
地
の

1
7

�
利
付
国

庫
債
券
1
0
0
0万
円

�
京
都
府
知
事

‚
京
都
府
宇
治
市
木
幡
南
山
畑
3
6番
地
の
1
7
山
手
不
動
産
ˆ
倉
保

{
レ
ジ
ー
ア
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社

|
岡
山
県
知
事
\
第
5
1
1
5号

}
代
表
取
締
役
大
山
鍾
宇

~
岡
山
県
瀬
戸
内

市
邑
久
町
虫
明
1
7
0
2番
地
4
0
3

�
1
0
0
0万
円

�
岡
山
県
知
事

‚
岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
1
7
0
2番
地
4
0
3

レ
ジ
ー
ア
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社
代
表
取
締
役
大
山
鍾
宇

宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
取
り
も
ど
し
公
告

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
3
0条
及
び
宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
規
則
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告

し
ま
す
。

下
記
の
者
に
係
る
営
業
保
証
金
に
つ
き
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
2
7条
第
１
項
の
権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
６
箇
月
以
内
に
そ
の
債
権
の
額
、
債
権
発
生
の
原
因
た
る
事
実
並
び
に
住
所
氏
名
又
は
名
称
を
記
載
し
た

申
出
書
２
通
を
下
記
提
出
先
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
前
記
の
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
下
記
の
者
に
係
る
営
業

保
証
金
は
同
人
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

平
成

2
3
年
３
月
２
日

記
［
掲
載
順
序
］

{
商
号
又
は
名
称

|
免
許
証
番
号

}
（
代
表
者
の
）
氏
名

~
事
務
所
の
所
在
地

�
営
業
保
証
金
の
額

�
申

出
書
提
出
先

‚
掲
載
者
住
所
、
商
号
又
は
名
称
及
び
氏
名

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
広
島
県
庄
原
市
東
城
町
東
城
三
七
五
番
地
二
、

最
後
の
住
所
京
都
府
亀
岡
市
新
町
一
九
番
地

被
相
続
人

亡

宮

丹
周
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日

京
都
市
中
京
区
新
椹
木
町
通
竹
屋
町
上
ル

弁
護

士
法
人
佐
渡
春
樹
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

佐
渡

春
樹

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
熊
本
県
熊
本
市
出
水
町
大
字
今
四
五
四
番
地
、

最
後
の
住
所
島
根
県
簸
川
郡
斐
川
町
大
字
上
直
江
一

八
二
九
番
地
一

被
相
続
人

亡

沢

清
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日

島
根
県
出
雲
市
今
市
町
三
六
番
地
九

相
続
財
産
管
理
人

成
瀬

達
郎

 š
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